


























として数えられる『山茶花』 （一九四〇年） 「閹鷄」 （一九四二年） 『地に這うもの』 （一九七五年） などの作品は、いずれも梅山が舞台となっている。また単に作品の背景として使われているだけではなく、梅山の発展の歴史が描きこまれており、ちょっとした梅山沿革史にもなっている。　
梅山は嘉義県の北東部にあって、雲林県との県境に近く、縦貫鉄道の嘉義駅からほぼ二十キロメートルのところに

































































































（車で）約二十分、出水坑から太平まで 十五分ほどを要 た。ともあれ三年がかりで、はじめ 出水坑を通過することができたのであった。運転手に訊ねてみると、出水坑から太平まで二時間程度で歩く とができるだろうと言う。　
翌年の二〇一二年九月にも、出水坑へ赴いた。今次の目的は、出水坑で車を下りて村の様子を写真に収めることに

































































































































　「夜猿」では、 「せめて部落でもいいからあそこに帰つて住みたい」と弱音を吐く石の姿が描かれている。たしかに阿里山鉄道の「汽笛の音だけが唯一の文化的なひゞき」 あるような山奥の一軒家からすれば、石 弟夫妻をはじめ、職人や女工たち、多くの従業員が通ってくる「部落」とは、人の多さ、村 にぎやかさにおいて差が見受けられ 。　また「部落から、鼠取りよりも数十倍も大きな鉄鋏」つまり鉄製のわなが一軒家に運び込まれたり、結末部で町へ









































































































































の子と云はふか娘と云はふか、その娘達は廊下や木 蔭にかたま て刺繡をしてゐるのもゐる。村随一のスカート常用者であり、女王のやうな女の先生はスカートを風に孕ませながら、鞭を手にと て振り振り ながら歩いて來る。この女の先生はわたくし 母と同じ姓になつてゐるのでいつもわたくしの母を姉さん 呼んでゐた。そのためにわたくしは女の先生に 一目置いてゐた。わたくし あわてゝ書物をぽ
ママけつとに押し込むと素知らぬ顔で、マンゴの木の














利になり路はき〔り〕ひらかれて、山奥でもトラツクが走るやう なつた、 〔。 〕森がなくなつ 道ば からお化けが出るやう 話はもはや出さうになかつ 、 〔。 〕學校の周圍 甘蔗畑であつたが、今はみな家並が建て込んで、遠くから學校のひろい庭が見られるや つた 〔。 〕甘蔗畑や雑木林に づもれてゐた公學校が國民學校にかはつて 全體がうかび上つてきたやうな氣がするのだ 。
『興南新聞』一九四三年四月四日
注：●は解読不能の文字。
　〔
　
〕内は野間の填字・補足
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一五二
地図1：『縣市地圖　嘉義縣』（金蘋企業有限公司　2009年7月）
 「梅山・竹崎・太平・龍眼・出水坑」の印字は、筆者によるもの
一五三
張文環文学の原郷︱出水坑から考える︱
地図2：『臺灣堡圖』二五一「金獅 」（出版年等は注6参照）
 「大坪庄・出水坑」の印字は、筆者によるもの
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一五四
地図3：『臺灣堡圖』二五〇「龍眼林」
 「大坪・龍眼林」の印字は、筆者によるもの
一五五
張文環文学の原郷︱出水坑から考える︱
地図4：『臺灣堡圖』二五五「梅仔坑」
 「梅仔坑・大坪」の印字は、筆者によるもの
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一五六
写真1：2010年9月。大林駅近くの製糖工場跡地に遺る軽便鉄道
写真2－1： 2007年8月。梅山から東の方向に聳える太平山。空が曇ると、
すぐに隠れて見えなくなってしまう
一五七
張文環文学の原郷︱出水坑から考える︱
写真2－2：2009年9月。梅山から東の方向に聳える太平山の山並み
写真3－1： 2009年9月。太平村の中心街
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一五八
写真3－2：2011年8月。太平村の雑貨店
写真4－1：2007年8月。龍眼村の集落
一五九
張文環文学の原郷︱出水坑から考える︱
写真4－2：2007年8月。龍眼国民小学の校門の向こうに山並みが見える
写真5：2009年9月。出水坑途上
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一六〇
写真6：2009年9月。出水坑途上
写真7－1：2009年9月。出水坑地名看板
一六一
張文環文学の原郷︱出水坑から考える︱
写真⑦
−
2
写真8：2009年9月。太平側の行き止まり地点
写真7－2：2009年9月。出水坑復旧工事現場
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一六二
写真9：2010年9月。太平側の行き止まり地点
写真10：2011年8月。出水坑復旧工事現場
一六三
張文環文学の原郷︱出水坑から考える︱
写真11：2012年9月。出水坑地名看板
写真12－1：2012年9月。出水坑集落
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一六四
写真12－2：2012年9月。出水坑山道
写真12－3：2012年9月。出水坑集落
一六五
張文環文学の原郷︱出水坑から考える︱
写真13：2012年9月。出水坑に群生する竹
写真14－1：2012年9月。出水坑の茶畑
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一六六
写真14－2：2012年9月。出水坑から太平方向の郊外に広がる茶畑
写真14－3：2012年9月。高山茶の茶摘み風景
一六七
張文環文学の原郷︱出水坑から考える︱
写真15：2012年9月。出水坑に最寄りの阿里山鉄道の線路
写真16－1：2007年8月。現在の梅山国民小学の校門
東洋大学中国哲学文学科紀要
　
第二十一号
一六八
写真16－2：2010年9月。梅山国民小学の校庭
写真17：太平からの下山途中に梅山の町を俯瞰する
